
JSCE2015 に基づく活動計画助成に関する報告 

 

土木学会企画部門が毎年度、JSCE2015 に基づく活動計画助成を実施しており、2017 年

度においては、地震工学委員会より以下のような企画を申請し、採択に至った。 

 

１．活動名：地震防災について考える「どぼくカフェ」＠熊本の開催 

２．申請者：高橋良和委員（京都大学教授） 

３．助成額：10 万円 

 

企画趣旨としては、熊本地震からの復興を祈念して「土木×スポーツ×熊本～チャレンジ

する熊本のいま～」と題し、2020 年東京オリンピックにちなみ、日本初のマラソンランナ

ー金栗四三を生んだ玉名出身「金栗二世」とも呼ばれるトレイルランナー荒木宏太さん、

2019 年ラグビーワールドカップの熊本開催に向けて尽力されている熊本県ラグビーフット

ボール協会理事杉山眞一さん、というスポーツ界から 2 名，そして熊本地震からの復興に

夢と希望を託す益城町の高校生山本汐莉さんの３名をゲストに迎え、熊本地震からの復旧・

復興にチャレンジしている地震工学を専門とする高橋委員および熊本大学の田中尚人先生

をホストとして、２時間のトークセッションを実施した。会場として、熊本地震でビルがダ

メージを受け、解体せざるを得なくなった OMOKI ビル跡地を新しい街づくりの場として

チャレンジしているオモケンパークを借り受けた。 

トークセッションでは、それぞれの自己紹介の後、熊本地震によって自身の何が変わった

か、自身のチャレンジによって、どんな熊本に変化して欲しいか、について紹介してもらい、

会場も交えた意見交換を行った。参加者として、熊本地方在住の地域住民および防災・減災

に関わる自治体職員・土木技術者等が集まった。総勢 50 人を超える参加者を得て、地震・

防災をきっかけとして街づくりと人との関わりを考える、JSCE2015 の趣旨に即したやわら

かな会が催された。 

 

  



  

 

 


